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第 

一 

回 

市 

議 

会 

定 
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会

■
市
政
運
営
の
基
本
方
針

　

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
を
最
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
、
企
業
立
地
等
に
よ
る
雇

用
の
確
保
や
市
街
地
の
活
性
化
、
居
住
環

境
の
整
備
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

な
ど
、
市
の
将
来
を
担
う
若
者
が
定
住

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め

ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
方
々
へ
の
支
援
、
学
校
教

育
・
施
設
等
の
耐
震
化
、
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
、
除
染
対
策
な

ど
に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
自
ら
の
防
災
活
動
と
協
働
し
、
す
べ
て

の
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
平

成
26
年
度
は
新
生
「
常
陸
太
田
市
」
が
誕

生
し
て
10
周
年
を
迎
え
、
合
併
後
の
市
の

歩
み
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
振
り
返

り
、将
来
に
向
か
っ
て
「
夢
」
と
「
希
望
」

に
あ
ふ
れ
、
更
な
る
「
飛
躍
」
に
つ
な
げ

る
契
機
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
参

加
と
協
働
に
よ
る
「
合
併
10
周
年
記
念
事

業
」
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
二
十
六
年
度
予
算
概
要

　

一
般
会
計
は
前
年
度
比
0.4
％
、
９
２
０

０
万
円
減
の
２
３
０
億
４
千
万
円
で
、
複

合
型
交
流
拠
点
施
設
や
金
砂
郷
統
合
中
学

校
、
里
美
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
建

設
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
臨
時

福
祉
給
付
事
業
な
ど
増
額
要
因
が
あ
り
ま

す
が
、
合
併
算
定
替
の
経
過
措
置
終
了
に

よ
り
、
今
後
、
地
方
交
付
税
の
段
階
的
減

額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
数
の

削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、
経
常
的
経

費
の
削
減
に
よ
り
予
算
規
模
の
縮
小
に
努

め
た
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
は
７
会
計
で
前
年
度
比

3.2
％
、
４
億
４
２
３
２
万
９
千
円
増
の
１

４
１
億
５
５
９
万
２
千
円
。

　

公
営
企
業
会
計
は
２
会
計
で
前
年
度
比

39
・
４
％
、
13
億
５
２
６
万
１
千
円
減
の

20
億
８
６
４
万
２
千
円
。

　

各
会
計
の
総
額
は
、
３
９
１
億
５
４
２

３
万
４
千
円
、
前
年
度
と
の
比
較
で
は
９

億
５
４
９
３
万
２
千
円
、
2.4
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

平成26年度施政方針

議
長
あ
い
さ
つ

　

平
成
26
年
度
の「
常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
」の
発
行
に

当
た
り
議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
市
政
に
対
す
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
に
よ

り
金
砂
郷
統
合
中
学
校
整
備
事
業
・
里
美
小
中
学
校
整
備

事
業
・
複
合
型
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
運
営
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
26
年
度
各
会

計
予
算
や
議
員
提
出
議
案
な
ど
計
91
件
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
名
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、施
政
方

平
成
二
十
六
年
度

　
　
　

施
政
方
針（
要
旨
）

 

第
一
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

大
久
保
太
一
市
長
は
、平
成
二
十
六

年
度
の
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

針
や
行
政
改
革
、産
業
、福
祉
、環
境
及
び
防
災
対
策
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
年
度
は
市
政
施
行
60
周
年
、合
併
10
周
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
で
あ
り
、こ
れ
を
契
機
と
し
て
、更
な
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
決
機
関
と
し
て
、議
会
に
与
え
ら
れ
た
機
能

を
十
分
に
活
か
し
な
が
ら
、市
民
の
視
点
で
考
え
行
動
し
、

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
鋭
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

結
び
に
、市
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

後藤　守　議長
施政方針を述べる
大久保太一市長
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二
十
六
年
度
一
般
会
計
主
要
事
業

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
重
点
戦
略
順
に
掲
載

平成26年度施政方針

ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
若
者
定
住

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業【
拡
充
】

　

か
な
さ
ご
う
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
規
開
設

７
７
５
２
万
３
千
円

▼
乳
幼
児
・
小
中
学
生
医
療
費
助
成
事
業

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
を
助
成
・
所
得
超
過
に
よ
る
県
制

度
非
該
当
者
の
医
療
費
を
助
成

５
６
２
３
万
円

▼
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
事
業

　

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
新

婚
家
庭
に
対
し
月
２
万
円
を
助
成

５
４
３
５
万
３
千
円

▼
か
な
さ
笑
楽
校
施
設
整
備
事
業【
新
規
】

　

屋
内
運
動
場
耐
震
改
修
工
事

５
２
３
８
万
円

▼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
支
援

事
業
【
新
規
】

　

都
市
部
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
へ
い

し
、
地
域
活
動
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ

ン
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
を
実
施

８
８
０
万
５
千
円

▼
民
間
賃
貸
住
宅
建
築
助
成
事
業【
新
規
】

　

新
た
に
市
内
に
民
間
賃
貸
住
宅
を
建
築

し
た
所
有
者
に
対
し
、
入
居
割
合
に
応
じ
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
一
部
を
助
成

91
万
６
千
円

▼
不
育
治
療
費
助
成
事
業
【
新
規
】　

　

不
育
治
療
に
係
る
保
険
外
適
用
検
査
及

び
治
療
に
要
し
た
経
費
の
２
分
の
１
を
助

成
。
年
間
10
万
円
限
度
、
最
大
５
年
間

30
万
円

　

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
託
す

　
　

人
づ
く
り・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

▼
金
砂
郷
統
合
中
学
校
整
備
事
業【
新
規
】

　

校
舎
建
設
工
事５

億
７
９
９
９
万
１
千
円

▼
里
美
小
中
学
校
整
備
事
業

　

屋
内
運
動
場
建
設
工
事
、
外
構
工
事
、

プ
ー
ル
補
修
工
事
、
倉
庫
設
置
工
事

３
億
９
９
０
５
万
３
千
円

▼
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防
止
（
Ｑ
Ｕ

ア
ン
ケ
ー
ト
）【
拡
充
】

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
対
象
。

い
じ
め
被
害
や
不
登
校
に
至
る
可
能
性
の

高
い
児
童
生
徒
を
早
期
に
発
見
、
未
然
防

止
を
図
る

１
６
６
万
１
千
円

　

災
害
に
み
ん
な
で
備
え
る

　
　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

▼
消
防
救
急
無
線
等
共
同
化
整
備
事
業

　

県
内
21
消
防
本
部
が
共
同
で
整
備
す
る

消
防
救
急
無
線
及
び
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整

備

１
億
１
１
９
３
万
円

▼
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
補
助
事
業

　

太
陽
光
発
電
設
備
、
高
効
率
給
湯
機
の

設
置
費
用
に
対
す
る
補
助

４
８
４
０
万
円

▼
消
防
無
線
単
独
整
備
事
業
【
新
規
】

　

消
防
団
無
線
機
器
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
の

無
線
機
器
に
更
新

１
６
３
３
万
円

　

地
域
産
業
の
振
興
と

　
　

に
ぎ
わ
い
創
出
に
よ
る
元
気
づ
く
り

▼
複
合
型
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業【
新
規
】

　

用
地
購
入
、
実
施
設
計
委
託
、
造
成
工

事
、
調
整
池
整
備
工
事　

３
億
３
１
２
万
５
千
円

▼
穀
物
乾
燥
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金

　

事
業
主
体
：
茨
城
み
ず
ほ
農
業
協
同
組
合

５
８
２
７
万
５
千
円

▼
指
定
文
化
財
等
災
害
復
旧
事
業

　

水
戸
徳
川
家
墓
所
災
害
復
旧
事
業
補

助
、
西
山
荘
災
害
復
旧
事
業
補
助
、
正
宗

寺
総
門
災
害
復
旧
事
業
補
助

２
９
２
４
万
２
千
円

▼
観
光
情
報
誌
作
成
事
業
【
新
規
】

　

つ
く
ば
銀
行
及
び
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
地
域
振
興

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
観
光
情
報
誌

「
る
る
ぶ
」
を
作
成

６
２
５
万
円

　

地
域
で
支
え
合
う 

　
　

い
き
い
き
健
康・福
祉
の
環
境
づ
く
り

▼
臨
時
福
祉
給
付
事
業
【
新
規
】

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の

低
い
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
対
象
者
１
人

当
た
り
１
万
円
を
給
付

１
億
５
４
７
２
万
４
千
円

▼
各
種
検
診
事
業　

　

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
結
核

肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
胃
が
ん

検
診
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
等

６
４
０
８
万
４
千
円

▼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
事
業【
新
規
】

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
子
育
て

世
帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
支
給
対
象
児
童
１
人
当

た
り
１
万
円
を
給
付

４
７
０
２
万
５
千
円

▼
健
康
増
進
計
画
策
定
事
業
【
新
規
】

　

市
民
一
人
一
人
が
、
主
体
的
に
健
康
づ

く
り
に
か
か
わ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

と
、
社
会
全
体
で
総
合
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
の
各
種
方
策
を
明
確
に
し
た
指
針

を
策
定

18
万
８
千
円

　

市
民
生
活
を
支
え
る

　
　

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

▼
道
整
備
交
付
金
事
業

　

磯
部
天
神
林
線
、
大
門
幹
線
、
亀
作
西

真
弓
線
、
西
河
内
幹
線
の
整
備

１
億
９
８
１
１
万
円

▼
交
通
対
策
事
業

　

市
民
バ
ス
11
コ
ー
ス
の
運
行
（
損
失
補

償
）、予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
（
損

失
補
償
）、
地
域
に
必
要
な
民
間
事
業
者

の
運
行
す
る
バ
ス
路
線
に
対
す
る
赤
字
相

当
分
の
補
助
、
高
校
生
の
路
線
バ
ス
定
期

券
購
入
費
用
の
一
定
額
を
超
え
る
部
分
の

助
成
等

７
８
０
３
万
７
千
円

　

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

　
　

の
行
政
力
改
革

▼
大
学
等
連
携
事
業
【
新
規
】

　

茨
城
大
学
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
、

常
磐
大
学
、
清
泉
女
子
大
学
の
４
大
学
と

連
携
し
、
地
域
お
こ
し
に
係
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
通
し
て
実
践
活
動
を
実
施

１
１
７
万
６
千
円

※
新
規
・
主
要
事
業
を
抜
粋
し
て
掲
載
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網
掛
け　

の
議
案
は
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革

を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
法
）

等
の
施
行
に
伴
う
手
数
料
・
利
用
料
等
を
改
定
し
た
も
の
で
す
。

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

議
案
名

付
託
委
員
会
議
決
結
果

報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸

太
田
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

本

会

議
原
案
承
認

報
告
第
２
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸

太
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
及

び
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

本

会

議
原
案
承
認

議
案
第
１
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）
に
つ
い
て

本

会

議
原
案
可
決

議
案
第
３
号

常
陸
太
田
市
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金
の
設
置
、
管

理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

文

民
原
案
可
決

議
案
第
４
号

常
陸
太
田
市
安
全
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

文

民
原
案
可
決

議
案
第
５
号

常
陸
太
田
市
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の
資
格
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

総

務
原
案
可
決

議
案
第
６
号

常
陸
太
田
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務
原
案
可
決

議
案
第
７
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務
原
案
可
決

議
案
第
８
号

常
陸
太
田
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

総

務
原
案
可
決

議
案
第
９
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務
原
案
可
決

議
案
第
12
号

常
陸
太
田
市
障
害
程
度
区
分
判
定
審
査
会
の
委
員
の

定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文

民
原
案
可
決

議
案
第
13
号

常
陸
太
田
市
東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支
援
金
等
支

給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務
原
案
可
決

議
案
第
34
号

常
陸
太
田
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
38
号

常
陸
太
田
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
42
号

常
陸
太
田
市
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

文

民
原
案
可
決

議
案
第
49
号

常
陸
太
田
市
ふ
る
さ
と
の
森
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

コ
ー
ス
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
52
号

常
陸
太
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

文

民
原
案
可
決

議
案
第
57
号

常
陸
太
田
市
福
祉
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て

文

民
原
案
可
決

議
案
第
58
号

常
陸
太
田
市
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
59
号

茨
城
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び
高
機
能
消
防
共

同
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

総

務
原
案
可
決

議
案
第
60
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
61
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）
に
つ
い
て

総

務
原
案
可
決

議
案
第
62
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

文

民
原
案
可
決

議
案
第
63
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

文

民
原
案
可
決

議
案
第
64
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
65
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
66
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
67
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
68
号

平
成
25
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

産

建
原
案
可
決

議
案
第
71
号

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

予

算
原
案
可
決

議
案
第
79
号

常
陸
太
田
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

本　

会　

議
原
案
同
意

議
案
第
80
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

本　

会　

議
原
案
同
意

議
員
堤
案
第
１
号

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
向
け
た
環
境
整
備
及
び
地
域
に
お
け

る
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

本　

会　

議
原
案
可
決

議
員
堤
案
第
２
号

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
に
係
る
総
合
的
な

対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

本　

会　

議
原
案
可
決

議
員
堤
案
第
４
号

常
陸
太
田
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

本　

会　

議
原
案
可
決

　

所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

原
案
可
決

第１回定例会議案賛否一覧

第
１
回
定
例
会　

議
案
賛
否
一
覧
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網
掛
け　

の
議
案
は
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
法
）
等
の
施
行
に
伴
う
手
数
料
・
利
用
料
等
を
改
定
し
た
も
の
で
す
。

 
△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議
案
第
31
号

議
案
第
30
号

議
案
第
29
号

議
案
第
28
号

議
案
第
27
号

議
案
第
26
号

議
案
第
25
号

議
案
第
24
号

議
案
第
23
号

議
案
第
22
号

議
案
第
21
号

議
案
第
20
号

議
案
第
19
号

議
案
第
18
号

議
案
第
17
号

議
案
第
16
号

議
案
第
15
号

議
案
第
14
号

議
案
第
11
号

議
案
第
10
号

議
案
第
２
号

議　

案　

名

常
陸
太
田
市
水
府
竜
の
里
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
西
金
砂
そ
ば
の
郷
、
西
金
砂
湯
け
む
り
の
郷
及
び
物
産
セ
ン

タ
ー
こ
め
工
房
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
里
美
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
水
府
竜
神
観
光
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
水
府
竜
神
ふ
る
さ
と
村
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
水
府
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
西
山
の
里
観
光
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
営
里
美
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

常
陸
太
田
市
営
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
健
康
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
診
療
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
総
合
福
祉
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
ご
み
処
理
等
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

産

建

産

建

産

建

産

建

産

建

産

建

産

建

産

建

産

建

産

建

産

建

文

民

文

民

産

建

文

民

文

民

文

民

文

民

総

務

文

民

総

務
付
託

委
員
会

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

審
査

結
果

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 宇野　隆子
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 髙木　　将
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 沢畠　　亮
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒沢　義久
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 川又　照雄
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 山口　恒男
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福地　正文
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 片野　宗隆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 茅根　　猛
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 成井小太郎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高星　勝幸
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 深谷　秀峰
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 菊池　伸也
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 益子　慎哉
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平山　晶邦
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 鈴木　二郎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 深谷　　渉
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 木村　郁郎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 赤堀平二郎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 藤田　謙二
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 井坂　孝行
原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

議
決

結
果
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議
案
第
72
号

議
案
第
70
号

議
案
第
69
号

議
案
第
56
号

議
案
第
55
号

議
案
第
54
号

議
案
第
53
号

議
案
第
51
号

議
案
第
50
号

議
案
第
48
号

議
案
第
47
号

議
案
第
46
号

議
案
第
45
号

議
案
第
44
号

議
案
第
43
号

議
案
第
41
号

議
案
第
40
号

議
案
第
39
号

議
案
第
37
号

議
案
第
36
号

議
案
第
35
号

議
案
第
33
号

議
案
第
32
号

議　

案　

名

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
梨
木
平
工
芸
の
森
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
工
芸
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
春
友
手
づ
く
り
工
芸
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
西
金
砂
杜
の
湯
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
水
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
里
美
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
水
府
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
運
動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
地
域
下
水
道
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

常
陸
太
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
水
と
土
ふ
れ
あ
い
の
里
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

予

算

予

算

予

算

文

民

文

民

文

民

文

民

文

民

文

民

文

民

文

民

文

民

文

民

文

民

文

民

産

建

産

建

産

建

産

建

産

建

総

務

産

建

産

建
付
託

委
員
会

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

審
査

結
果

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 宇野　隆子
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 髙木　　将
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 沢畠　　亮
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒沢　義久
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 川又　照雄
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 山口　恒男
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福地　正文
○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 片野　宗隆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 茅根　　猛
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 成井小太郎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高星　勝幸
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 深谷　秀峰
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 菊池　伸也
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 益子　慎哉
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平山　晶邦
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 鈴木　二郎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 深谷　　渉
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 木村　郁郎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 赤堀平二郎
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 藤田　謙二
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 井坂　孝行
原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

議
決

結
果
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【
○
：
賛
成　

×
：
反
対
】

　
　

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
採
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
請
願
第
１
号
は
委
員
会
に
お
い
て
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
は
委
員
会
の
審
査
の
と
お
り
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
採
決

さ
れ
た
た
め
、
請
願
に
賛
成
す
る
議
員
の
賛
否
は
×
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

議
員
堤
案
第
３
号

請
願
第
１
号

議
案
第
78
号

議
案
第
77
号

議
案
第
76
号

議
案
第
75
号

議
案
第
74
号

議
案
第
73
号

市
長
の
専
決
事
項
の
指
定
内
容
の
変
更
に
つ
い
て

要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
反
対
の
請
願
書（
注
１
）

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

本　

会　

議

文

民

予

算

予

算

予

算

予

算

予

算

予

算

不
採
択

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

× × × × × × × ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原
案
可
決

不
採
択

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

 

問　

議
案
第
46
号
・
47
号
・
48
号
・

51
号
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
、
水

府
総
合
セ
ン
タ
ー
、
里
美
文
化
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
４
施

設
の
条
例
の
一
部
改
正
で
、
い
ず
れ

も
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
使
用

料
金
等
の
改
定
と
併
せ
て
料
金
の
統

一
を
行
う
も
の
だ
が
、
基
本
的
な
考

え
方
を
伺
い
た
い
。

教
育
次
長　

改
正
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
等
の
な
い
里
美

文
化
セ
ン
タ
ー
を
除
き
、
各
施
設
の
ホ
ー

ル
は
約
３
０
０
席
で
同
規
模
で
あ
り
、

ホ
ー
ル
や
会
議
室
等
の
利
用
者
負
担
の
公

平
性
を
確
保
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
分
か

　

平
成
26
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
一
問
一
答
方
式
で
行
わ
れ
、
７
名
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）

※
掲
載
内
容
は
一
般
質
問
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。
発
言
の
詳
細
は
６
月
中
旬
以

降
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
図
書
館
で
公
開
す
る
会
議
録
を
ご
覧
下
さ
い
。

り
易
い
利
用
料
金
体
系
と
す
る
た
め
、
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
基
本
と
し
て
料
金

や
使
用
区
分
の
統
一
を
図
り
、
市
民
の
総

合
的
な
学
習
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
資
す

る
も
の
で
あ
る
。

問　

議
案
第
49
号
ふ
る
さ
と
の
森
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
貸
切
を
除
く
利
用
料
が
、

個
人
・
団
体
と
も
無
料
に
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
現
況
と
無
料
と
し
た
理

由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

産
業
部
長　

ふ
る
さ
と
の
森
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
コ
ー
ス
は
平
成
10
年
に
設
置
さ

れ
、
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
健
康
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ふ
る
さ
と
の
森
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
現
況
と
し
て
平
成

24
年
度
の
利
用
収
入
は
22
万
３
千
円
で
、

▲貸し切りを除き、利用が無料と
なる「ふるさとの森マウンテンバ
イクコース」（増井町）

利
用
者
は
８
４
９
人
で
あ
る
。
公
園
な
ど

と
同
じ
よ
う
に
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
皆

様
に
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

個
人
・
団
体
が
利
用
す
る
場
合
の
コ
ー
ス

利
用
料
を
無
料
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
団
体
等
が
１
日
貸
し
切
り
で
行
う
よ

う
な
大
会
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
利
用
料
を
納
付
い
た
だ
く
た
め
、
消

費
税
の
改
定
に
伴
い
条
例
の
一
部
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

議　案　質　疑

議
案
質
疑

（
第
１
回
定
例
会
）

一

般

質

問
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通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
幸
久

橋
の
調
査
結
果
及
び
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　

県
で
は
幸
久
橋
の

安
全
性
の
確
認
に
つ
い
て
、
国

の
研
究
機
関
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な

が
ら
、
橋
の
安
全
性
の
確
認
を
す
る
た

め
に
必
要
な
調
査
を
終
え
、
こ
れ
を
も

と
に
今
後
の
対
策
を
進
め
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
は

調
査
結
果
及
び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
。

ま
た
、
本
市
の
要
望
・
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
国
道
３
４
９
号
線
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
と
し
て
、
那
珂
市
か
ら
常
陸

太
田
市
瑞
竜
町
ま
で
の
幸
久
大
橋
を
含

む
４
車
線
化
の
整
備
を
毎
年
国
・
県
に

要
望
し
て
お
り
、
さ
ら
に
幸
久
橋
の
通

行
止
め
に
伴
い
、
幸
久
大
橋
４
車
線
化

整
備
の
緊
急
要
望
を
し
て
き
た
。
幸
久

橋
の
動
向
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
の
で
、

二
次
的
な
も
の
と
し
て
国
道
・
県
道
及

び
市
道
を
含
む
市
南
部
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
整
備
手
法
に
つ
い

て
、県
と
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。 

渋
江
川
・
里
川
合
流
地
点
強
制

排
水
ポ
ン
プ
設
備
の
構
造
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　

設
備
の
構
造
は
、

渋
江
川
か
ら
の
滞
留
水
を
取
り

込
む
吸
水
槽
を
設
け
、
排
水
ポ
ン
プ
に

て
圧
送
し
、
堤
防
天
端
を
横
断
し
、
里

川
に
排
水
す
る
も
の
で
あ
る
。
排
水
力

は
、
毎
時
約
３
６
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。そ
の
上
、今
回
の
工
事
で
は
、

滞
留
水
が
多
い
場
合
を
想
定
し
、
里
川

の
堤
防
の
一
部
を
広
げ
て
排
水
ポ
ン
プ

車
が
導
入
で
き
る
よ
う
設
置
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
た
め
の
堤
防
天
端
拡
幅
工

事
も
行
う
。

職
員
の
希
望
や
適
性
に
合
っ
た
人
事
配
置
を

諸
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
を

通
行
止
め
中
の
幸
久
橋
に
つ
い
て

渋
江
川
・
里
川
の
強
制
排
水
ポ
ン
プ
設
備
の
構
造
は

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
職
員
の

希
望
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
職
員
の
能
力
や
適

性
に
合
っ
た
配
置
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

総
務
部
長
兼
政
策
企
画
部
長　

毎
年
12
月
に
部
長
級
を
除
く
全

職
員
を
対
象
に
翌
年
度
の
人
事
異
動
希

望
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
定
期
人
事
異

動
方
針
に
お
い
て
は
職
員
の
職
務
に
お

け
る
自
己
評
価
及
び
希
望
や
意
欲
を
可

能
な
限
り
尊
重
す
る
も
の
と
し
て
お

り
、
異
動
を
希
望
し
た
職
員
の
う
ち
異

動
を
行
っ
た
者
の
割
合
は
、
平
成
24
年

度
は
51
・
２
％
、
平
成
25
年
度
は
45
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
採
用
か

ら
10
年
間
は
様
々
な
分
野
の
業
務
経
験

を
通
し
て
、
幅
広
い
経
験
と
知
識
を
身

に
付
け
る
時
期
と
定
め
期
間
中
に
３
箇

所
以
上
を
経
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
今
後
は
こ
の
期
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の

職
員
が
自
分
の
適
性
を
把
握
し
、
そ
の

後
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
職
員
研
修
と
も
併

せ
て
運
用
し
た
い
。

歴
史
的
な
建
物
や
街
並
み
は
地

域
の
歴
史
と
暮
ら
し
を
今
に
伝

え
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
景
観
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の

ま
ち
固
有
の
大
切
な
資
産
で
あ
り
、
諸

制
度
を
活
用
す
る
な
ど
保
全
・
活
用
を

望
む
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

教
育
長　

本
市
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
と
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い

く
上
で
、
歴
史
は
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
市
内
に
数
多
く
あ
る
歴
史
資
源
に

つ
い
て
保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
所

有
者
の
意
向
を
把
握
し
た
上
で
、
個
別

に
保
存
・
活
用
並
び
に
市
内
を
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
に
よ
り
エ
リ
ア
分
け
し
た
保

存
・
活
用
な
ど
、
点
と
面
に
よ
る
保
存

活
用
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。
更
に
は

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
等
の
各
種
国

の
支
援
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
の

意
向
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

一　般　質　問

答1

問2問2 答2答2

問1答1 藤
田　

謙
二 

議
員

赤
堀
平
二
郎 

議
員

【藤田 謙二 議員　質問事項】
●人事管理について 
●歴史を活かしたまちづくりについて

【赤堀 平二郎 議員　質問事項】
●道路環境の整備について 　
●教育問題について 
●安全・安心なまちづくりについて

問1問1 問2問2

問1
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障
が
い
者
は
年
々
増
加
す
る
と

と
も
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
充
実
を
図
り
、

地
域
の
中
で
安
全
に
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
計
画
的
な
充
実
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。障
が
い
者
の
福
祉
施
策

の
充
実
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

相
談
支
援
体

制
の
充
実
と
し
て
、平
成
25
年

度
か
ら
相
談
支
援
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス

利
用
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
や
、障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
の
中

で
各
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
一
層
の
体

制
充
実
を
図
っ
て
い
る
。就
労
支
援
と

し
て
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
か
ら
の
求
人

情
報
を
収
集
し
な
が
ら
対
応
協
議
し
て

い
る
が
、明
る
い
兆
し
が
見
え
な
い
状

況
で
あ
る
。今
後
も
就
労
先
の
開
拓
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
く
。社
会
参
加
活
動
支
援
と
し

て
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
活
動
等
の

案
内
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。災

害
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
市
災
害
時

要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」を
個
別

に
策
定
し
、自
主
防
災
組
織
等
と
連
携

し
対
応
し
て
い
る
。 

青
少
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

所
有
者
が
急
増
し
60
％
近
く
に

達
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
も
そ
の

内
50
％
近
く
が
１
日
２
時
間
以
上
使
用

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。こ
の
利
用
増

加
に
伴
い
ト
ラ
ブ
ル
相
談
が
多
発
し
憂

慮
す
べ
き
現
状
に
あ
る
。本
市
に
お
け

る
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

昨
年
の
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談

は
27
件
で
あ
る
。内
訳
は
通
信
販
売
12

件
、ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
９
件
、詐
欺
サ
イ

ト
３
件
、他
３
件
で
、年
代
別
で
は
10
〜

20
代
９
件
、50
〜
70
代
12
件
、他
６
件
と

な
っ
て
い
る
。防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

学
校
や
公
民
館
で
の
講
座
や
啓
発
チ
ラ

シ
等
に
よ
る
注
意
喚
起
及
び
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。今
後
、更
に
啓
発
冊
子
を

作
成
配
付
し
、家
庭
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、老
人
会

等
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力

に
よ
り
教
育
啓
発
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

自
然
災
害
や
事
故
等
に
よ
り
県

道
が
一
時
的
に
で
も
通
行
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
の
迂
回

路
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　

県
道
の
迂
回
路
と

し
て
、
吹
上
戸
屋
下
線
の
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、
本
市
道
の
延
長
は

4.8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
改
良
済
み
区

間
も
一
部
あ
る
が
、
狭
隘
箇
所
、
屈
曲

し
て
い
る
箇
所
、
一
部
車
両
の
す
れ
違

い
が
出
来
な
い
箇
所
な
ど
が
幾
つ
も
あ

る
の
で
、
一
律
幅
員
５
メ
ー
ト
ル
の
改

良
工
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
地
元
か

ら
の
要
望
、
ご
意
見
、
地
権
者
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
部
分
的
に
整
備
を
進

め
、
皆
様
の
快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り
や

安
全
確
保
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

日
立
市
の
社
会
動
態
に
よ
る
人

口
減
少
は
全
国
２
位
と
報
じ
ら

れ
た
が
、
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
を

最
重
点
施
策
に
掲
げ
て
い
る
本
市
の
状

況
と
、
今
後
の
最
重
点
施
策
へ
の
反
映

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

総
務
部
長
兼
政
策
企
画
部
長　

合
併
後
、
常
住
人
口
は
、
自
然

動
態
、
社
会
動
態
に
お
い
て
も
減
少
傾

向
を
続
け
、
本
年
３
月
１
日
現
在
の
常

住
人
口
は
５
万
３
４
４
０
人
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
少

子
化
・
人
口
減
少
対
策
を
最
重
要
課
題

に
位
置
付
け
、
若
者
・
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
な
支
援
の
充
実
や
子
育
て
環
境

の
充
実
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
き
て

い
る
。
新
婚
家
庭
へ
の
家
賃
助
成
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
助
成
月
額
を

２
万
円
に
引
き
上
げ
、
併
せ
て
一
時
助

成
金
の
制
度
を
導
入
、
ま
た
、
市
内
に

住
宅
を
取
得
し
た
子
育
て
世
帯
等
に
対

し
て
、
定
住
促
進
助
成
事
業
と
し
て
固

定
資
産
税
の
半
額
相
当
額
３
年
間
助
成

を
、
本
年
度
か
ら
住
宅
取
得
時
に
最
大

20
万
円
を
助
成
す
る
制
度
に
改
め
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
４
月
か
ら
は
、
少
子
化
・
人
口
減

少
対
策
課
を
中
心
に
強
力
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

県
道
常
陸
太
田
大
子
線
の
迂
回
路
整
備
を
伺
う

本
市
の
人
口
減
少
（
社
会
動
態
等
）
の
対
策
を
伺
う

障
が
い
者
の
福
祉
施
策
の
充
実
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
対
策
は

一　般　質　問

問1答1問1答1

問2

問2答2 答2

鈴
木　

二
郎 

議
員

問1 問1問2 問2

菊
池　

伸
也 

議
員

【鈴木 二郎 議員　質問事項】
●障がい者の福祉施策について
●インターネット利用によるトラブル防止対応について

【菊池 伸也 議員　質問事項】
●産業振興について　
●快適な暮らしづくりについて
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東
日
本
大
震
災
、
近
年
は
局
地

的
な
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
が
頻
発
し
、
地
域
防
災
力
の
強
化

が
叫
ば
れ
る
中
、
消
防
団
の
重
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
消
防
団
支

援
法
を
受
け
、
退
職
報
奨
金
・
報
酬
出

動
手
当
を
引
き
上
げ
る
よ
う
各
自
治
体

に
条
例
改
正
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
本
市
の
引
き
上
げ
に
対
す
る
考
え

を
伺
う
。
ま
た
、
消
防
団
の
装
備
の
基

準
が
新
た
に
見
直
さ
れ
た
が
、
本
市
の

拡
充
の
考
え
を
伺
う
。

消
防
長　

退
職
報
奨
金
は
、

国
の
引
き
上
げ
政
令
改
正
に
従

い
本
市
の
条
例
の
一
部
改
正
を
平
成
26

年
度
の
早
期
に
し
て
い
く
。
報
酬
・
出

動
手
当
に
関
し
て
は
「
地
方
交
付
税
措

置
」
の
金
額
と
の
差
が
あ
り
、
県
平
均

も
下
回
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
社
会
情

勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
見
直
し
も
検
討
し

て
い
く
。
消
防
団
の
装
備
品
に
つ
い
て

は
、
車
両
更
新
時
に
は
簡
易
的
な
救
助

用
資
機
材
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
当
市
の
消
防
団
の
活
動
状
況
を

踏
ま
え
て
必
要
な
資
機
材
の
整
備
を
計

画
的
に
行
い
、
消
防
力
の
強
化
と
安
全

確
保
に
努
め
る
。

 
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

一
つ
の
正
解
が
あ
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応

じ
て
、
様
々
な
姿
が
考
え
ら
れ
る
。
本

市
の
特
性
に
応
じ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
に

つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

同
シ
ス
テ

ム
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
特

に
医
療
と
介
護
の
連
携
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
。
本
市
で
は
25
年
度
か
ら
県
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
、
関
係
機
関
か
ら
な
る
協
議
会
を

作
り
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
関
係
づ

く
り
と
な
る
土
台
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。
26
年
度
に
は
、
課
題
の
抽
出
及
び

解
決
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

複
合
型
交
流
拠
点
施
設
に
つ
い
て

消
防
団
の
処
遇
改
善
と
装
備
品
拡
充
を
求
め
る

本
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
行
方
は

複
合
型
交
流
拠
点
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
6
月

議
会
で
施
設
内
容
・
経
営
・
運
営
体
制

に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
そ
の
時
の
答

弁
で
は
、
経
営
・
運
営
等
に
つ
い
て
、

数
字
等
の
明
確
な
内
容
は
頂
け
な
か
っ

た
。
複
合
型
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
私
た
ち
市
民
に
対
し
て
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
い
な

い
。
市
民
は
作
っ
た
後
の
経
営
に
対
し

て
も
心
配
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
平

成
25
年
度
中
に
は
本
事
業
の
具
体
的
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
第
3
セ
ク
タ
ー
株
式
会

社
設
立
状
況
、
会
社
の
理
念
、
業
務
領

域
、
資
本
金
と
出
資
構
成
、
役
員
構
成

や
組
織
機
構
。
開
設
後
5
年
間
の
貸
借

対
照
表
や
損
益
計
算
書
な
ど
の
中
期
事

業
計
画
・
中
期
収
支
計
画
な
ど
の
第
３

セ
ク
タ
ー
設
立
構
想
案
を
作
成
す
る
と

し
て
い
た
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

産
業
部
長　

第
３
セ
ク
タ
ー
の

発
起
人
会
の
設
立
に
向
け
た
準

備
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に

「
第
３
セ
ク
タ
ー
設
立
準
備
検
討
会
」

を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
第
３
セ
ク

タ
ー
の
資
本
金
や
役
員
・
組
織
構
成
、

中
期
事
業
計
画
・
収
支
計
画
な
ど
の「
第

３
セ
ク
タ
ー
設
立
基
本
構
想
」
は
事
務

局
レ
ベ
ル
で
案
を
作
成
中
で
あ
り
、
ま

だ
、
内
部
で
の
整
理
が
つ
い
て
い
な
い

段
階
で
あ
る
。

　

今
後
、
内
部
検
討
を
経
て
「
第
３
セ

ク
タ
ー
設
立
準
備
検
討
会
」
で
協
議
・

検
討
す
る
と
と
も
に
、
専
門
機
関
の
診

断
お
よ
び
指
導
を
受
け
る
な
ど
の
検
討

を
重
ね
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
ま
と
め

て
い
く
計
画
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

お
示
し
で
き
る
段
階
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
大
変
申
し
訳
な
い
。

作
成
後
は
速
や
か
に
市
民
の
皆
様
や
議

会
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答1問2

答2

問1

答1

平
山　

晶
邦 

議
員

深
谷　
　

渉 

議
員

【平山 晶邦 議員　質問事項】
●複合型交流拠点施設について 
●防災対策について 

【深谷 渉 議員　質問事項】
●本市のブランド化について　●消防団について　
●図書館利用推進について 
●地域包括ケアシステムについて

問1問1問2

問1

一　般　質　問
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①
日
本
原
子
力
発
電
は
11
市
町

村
と
覚
書
を
締
結
、
当
該
市
町

村
に
説
明
し
た
う
え
で
、
運
転
再
開
を

目
指
し
て
来
月
中
に
も
安
全
審
査
を
申

請
し
た
い
意
向
を
表
明
し
た
。
こ
れ
は

明
ら
か
に
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
動
を

目
的
に
し
て
い
る
。
住
民
の
命
と
財
産

を
守
る
べ
き
地
方
自
治
体
は
、
避
難
計

画
が
出
来
な
い
中
で
の
再
稼
働
の
準

備
・
安
全
審
査
申
請
は
絶
対
に
認
め
て

は
な
ら
な
い
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

②
30
キ
ロ
圏
内
98
万
人
の
住
民
の
避
難

計
画
に
つ
い
て
県
か
ら
計
画
が
示
さ
れ

た
の
か
。
③
福
島
原
発
事
故
直
後
高
い

放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
甲
状

腺
に
異
常
が
生
じ
て
い
な
い
か
、
子
ど

も
の
健
康
を
守
る
た
め
に
市
独
自
に
甲

状
腺
検
査
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

市
長　

覚
書
の
締
結
は
、
原
子

力
発
電
所
の
再
稼
働
を
容
認
す

る
も
の
で
は
な
い
。
安
全
が
確
認
さ
れ

な
け
れ
ば
再
稼
動
は
認
め
ら
れ
な
い
。

総
務
部
長
兼
政
策
企
画
部
長　

県
の
避

難
計
画
は
隣
接
県
と
の
調
整
の
た
め
策

定
に
時
間
を
要
し
て
い
る
状
況
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
市
独
自
の
甲

状
腺
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
健
康
不
安
に
対
す
る
相
談

に
つ
い
て
は
、
窓
口
や
乳
幼
児
健
康
診

査
時
に
お
い
て
、
引
き
続
き
真

に
対

応
し
て
い
く
。

本
市
の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

助
成
は
中
学
卒
業
ま
で
行
っ
て

お
り
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
て
い
る
。

茨
城
県
は
小
学
３
年
ま
で
の
助
成
制
度

を
、
10
月
か
ら
入
院
・
外
来
と
も
小
学

６
年
、
入
院
は
中
学
３
年
ま
で
の
拡
充

を
予
定
し
て
い
る
。
県
の
助
成
拡
充
を

受
け
て
、
本
市
の
医
療
費
無
料
化
助
成

を
さ
ら
に
進
め
て
高
校
卒
業
ま
で
拡
充

す
る
こ
と
を
求
め
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

同
県
制
度
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
市
の
財

源
へ
の
影
響
を
適
切
に
検
証
し
た
う
え

で
対
処
し
て
い
き
た
い
。

原
発
の
再
稼
動
反
対
、
避
難
計
画
・
甲
状
腺
検
査
は

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
助
成
の
拡
充
を

　平成26年度一般会計・特別会計・企業会
計の当初予算案を審査

　平成26年度の一般会計・特別会計・企業会
計予算計10件について、９人の予算特別委員
が選出され審査を行った。
　一般会計の総額は230億４千万円、特別開
会の総額は141億559万２千円、企業会計の総
額は20億864万２千円で、各会計の合計391億
5423万４千円の審査を行い、一般会計の歳入
面では、固定資産税税収の積算根拠、税等滞
納状況や滞納整理事務の実施方法について。
歳出面では、合併10周年記念事業の内容・
開催時期や過疎地有償運送事業助成の助成内
容、アーティストインレジデンス事業の内容
など新規事業の内容、そのほか、地上デジタ
ル放送自主共聴施設改修事業の進捗状況、手
数料・委託料の増額理由、既存助成事業の事
業内容と成果、人件費の抑制策等について質
疑が行われた。国保会計では、予算算出方法
と基金の内容、特定健康診査や人間ドック等
健診の今年度目標と取り組み内容、被保険者
の疾病分類など保険給付費増額に対する分析
等について。後期高齢者特別会計では、税の
徴収方法と被保険者数について。介護保険特
別会計では、介護予防事業の内容、シルバー
リハビリ体操の事業内容等について。下水道
事業特別会計では、各種委託料の内容等につ
いて。更にその他の会計についても質疑が行
われ、議案第71号「平成26年度後期高齢者医
療特別会計予算」については全会一致、議案
第69号・70号・72号・73号・74号・75号・
76号・77号・78号については賛成多数により
原案可決すべきものと決定した。

委 員 長　深谷　秀峰　　委　　員　益子　慎哉
副委員長　鈴木　二郎　　委　　員　深谷　　渉
委　　員　宇野　隆子　　委　　員　藤田　謙二
委　　員　福地　正文　　委　　員　井坂　孝行
委　　員　菊池　伸也

予算特別委員会　3/17・18 問1

答1

問2

答2

問1問2

宇
野　

隆
子 

議
員

【宇野 隆子 議員　質問事項】
●市長の施政方針について●放射能汚染から子どもと市民・地域を守る
ことについて●組織機構の改革問題について●子どもの医療費について
●全国学力テスト問題について●国の教育委員会改革問題について

一般質問・予算特別委員会
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総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
制
定

２
件
、
一
部
改
正
７
件
、
工
事
請
負

契
約
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、
合

計
11
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ

れ
た
11
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
ま
た
、

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け

た
環
境
整
備
及
び
地
域
に
お
け
る
取

り
組
み
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見

書
」
を
議
員
提
案
と
し
て
本
会
議
に

提
出
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決

定
、
意
見
書
（
Ｐ
15
に
掲
載
）
の
内

容
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
６
号
常
陸
太
田
市
行
政
組
織

条
例
の
一
部
改
正

　
　

条
例
改
正
の
趣
旨
を
伺
い
た
い
。

　
　

定
員
管
理
適
正
化
計
画
を
進
め
る
中

で
、少
子
化
人
口
減
少
対
策
、産
業
振
興
、

防
災
対
策
な
ど
の
諸
課
題
に
的
確
に
効
果

的
に
対
応
し
て
い
く
組
織
と
し
て
見
直
し

を
行
っ
た
も
の
で
、特
に
産
業
部
に
つ
い

て
は
２
つ（
農
政
部
、商
工
観
光
部
）に
分

け
、業
務
を
さ
ら
に
強
化
す
る
も
の
で
あ

る
。支
所
機
能
に
つ
い
て
は
、窓
口
業
務
の

よ
う
に
住
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
行
う
こ

と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
支
所
に
残
す
考
え

で
あ
る
。

議
案
第
13
号
常
陸
太
田
市
東
日
本
大

震
災
被
害
対
策
支
援
金
等
支
給
条
例

の
一
部
改
正

　
　

現
在
の
支
援
金
申
請
の
状
況
と
期
間

を
延
長
し
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
　

２
月
末
現
在
の
受
付
件
数
は

５
３
３
０
件
で
あ
る
。
年
明
け
か
ら
の
状

況
と
し
て
月
に
30
件
弱
の
申
請
が
あ
り
、

ま
た
、
茨
城
県
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
の
申
請
期
間
が
１
年
間
延
長
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
申
請
期
間
を
１
年
間
延
長
す

る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
35
号
常
陸
太
田
市
駐
車
場
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
　

新
た
に
整
備
す
る
鯨
ヶ
丘
ト
ン
ネ
ル

駐
車
場
の
規
模
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

国
道
２
９
３
号
線
を
挟
ん
で
東
側
駐

車
場
14
台
、
西
側
駐
車
場
24
台
、
併
せ
て

38
台
の
規
模
を
予
定
し
て
い
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

益
子　

慎
哉　

委
員 

片
野　

宗
隆

副
委
員
長 

深
谷　
　

渉　

 

〃　
成
井
小
太
郎

委　
　

員 

沢
畠　
　

亮　

 

〃　
赤
堀
平
二
郎

　

 

〃　
　
後
藤　
　

守　

 

〃　
井
坂　

孝
行

新たに整備された鯨ヶ
丘トンネル駐車場（木崎
二町）

第１回定例会 常任委員会の審査から 

問

問問

答

答答

テーマ１　少子化・人口減少対策に関する取り組
みの現況と今後の対応についての調査・研究

テーマ２　震災復旧・復興計画の進捗状況と地域
防災計画についての調査・研究

　市が行った転出入者対象のアンケートにおいて、公
共交通の充実を求める回答が多く見られることから、
少子化・人口減少対策の観点から市内公共交通の現状
の調査・研究を行った。 
　市は地域公共交通の確保のため「路線バスの運行支
援」「市民バス運行」「患者輸送バス（みどり号）運行」「乗
合タクシー運行補償」「高校生通学定期券購入補助」の
事業を行っているが、少子高齢化・人口減少の進行や
自動車社会の進展に伴い、地域公共交通確保にかかる
財政負担の軽減や「市地域公共交通計画」の策定、推
進が課題となっている。総務委員会の協議会における
議論では、今後の市公共交通に求められることとして
「実際の利用者の地域別の細かなニーズを把握し、運
行計画に反映させることが必要である」「乗り合いタク
シーへのシフトをしていくことが必要である」「新たな
公共交通事業の研究を行う」の３つの意見が出された。
　市においては、今後とも適切なニーズ把握により地
域公共交通の確保が図られ、「市地域公共交通計画」の
策定により地域にふさわしい公共交通が構築されるよ
う事業の推移を注視していく。

　震災復旧・復興計画の進捗状況として、平成25年12
月末現在、道路・施設等ハード面の復旧状況は、190事
業のうち187事業（98.4％）が完了している状況である。
　計画は平成23年度からの３か年計画であり、平成25
年度で終了となる。
　引き続き実施していく復興事業として、風評被害払
しょくの取り組み強化（観光交流客回復）、農産物の販
売促進・ＰＲを実施していくとしており、これらの取
り組みは第５次総合計画後期基本計画に引き継がれる。
　地域防災計画の見直しとしては、計画の対象区域を
従来の原子力発電所から10㎞圏内（ＥＰＺを適用）か
ら30㎞圏内（ＵＰＺ）へと変更する国指針及び県計画
により、原子力災害対策編の暫定的な見直し改定が行
われた（平成25年７月１日改定）。避難計画等について
は、現在も県において策定作業中であり、これらとの
連携を図りながら引き続き計画の見直しを図ってゆく
こととされている。
　今後も計画の見直しと防災に関する市の取り組みが
着実に実施されるよう注視していく。

●平成25年度　総務委員会活動報告●
総務委員会は委員会活動のほか、７回の協議会を開催、活動テーマとした２点の調査・研究を行った。
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文
教
民
生
委
員
会

　

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の

制
定
２
件
、
一
部
改
正
22
件
、
廃
止

１
件
、
補
正
予
算
２
件
、
請
願
１
件
、

合
計
28
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ

れ
た
27
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
、
請
願
１
件

を
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

そ
の
他
「
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ

2.5
）
に
係
る
総
合
的
な
対
策
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書
」
を
議
員
提
案
と

し
て
本
会
議
に
提
出
す
る
こ
と
を
全

会
一
致
で
決
定
、
意
見
書
（
Ｐ
15
に

掲
載
）の
内
容
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
３
号
常
陸
太
田
市
学
校
教
育

施
設
整
備
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　

基
金
の
管
理
に
つ
い
て
、
条
例
の
第

３
条
に
必
要
に
応
じ
最
も
確
実
か
つ
有
利

な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
有
価
証
券
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　
　

国
債
や
地
方
債
を
想
定
し
て
い
る
。

議
案
第
57
号
常
陸
太
田
市
福
祉
住
宅
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　
　

条
例
を
廃
止
す
る
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
　

福
祉
住
宅
は
、
住
宅
以
外
の
建
物
や

場
所
に
居
住
し
、
保
安
上
、
衛
生
上
不
適

当
な
所
で
生
活
す
る
方
の
保
護
的
住
宅
と

し
て
設
置
し
て
き
た
が
、
住
宅
環
境
の
改

善
等
に
よ
り
、
今
後
該
当
す
る
案
件
は
見

込
み
に
く
い
こ
と
か
ら
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
あ
る
。

請
願
第
１
号
要
支
援
者
を
介
護
予
防

給
付
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
反
対
の

請
願
書  

　
　
　

要
支
援
者
に
対
す
る
介
護
給
付
が

地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、給
付
内
容
が
市
町
村
の
裁
量
と
な
り
、

人
員
や
運
営
基
準
も
な
く
な
る
こ
と
か
ら

市
町
村
の
格
差
や
介
護
の
質
の
低
下
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し

も
質
が
低
下
す
る
わ
け
で
は
な
く
、ま
た
、

国
に
お
い
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す

る
予
定
で
あ
る
。
常
陸
太
田
市
に
お
い
て

は
医
療
費
の
問
題
等
に
他
市
に
先
駆
け
て

取
り
組
ん
で
き
た
実
績
も
あ
り
、
懸
念
材

料
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
意

見
書
を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

ず
、
不
採
択
と
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

深
谷　

秀
峰　

委
員 

山
口　

恒
男

副
委
員
長 

福
地　

正
文　

 

〃　
木
村　

郁
郎

委　
　

員 

髙
木　
　

将　

 

〃　
藤
田　

謙
二

　

 

〃　
　
川
又　

照
雄

第１回定例会 常任委員会の審査から 

問

問意
見

答

答

テーマ１　放射性物質除染計画の進捗状況と今後
の対応についての調査・研究

テーマ２　高齢者福祉サービスについての調査・
研究

テーマ３　少子化に伴う学校教育のあり方と子育
て支援についての調査・研究

　市は、市放射性物質除染計画に基づき除染を実施し
てきた。放射性物質汚染対処特別措置法の除染対象区
域となったプラトーさとみ周辺は、表土除去、覆土等
の除染作業を実施し作業が終了している。現在は、プ
ラトーさとみ周辺及び仮置場の放射線量の測定を定期
的に行い、情報提供に努めている。一般家庭や公共施
設等の除染は土地及び施設の所有者・管理者等が実施
した。市民への支援として、相談窓口の設置、放射線
量測定器貸出、除染マニュアルと用品の配布等が行わ
れている。また、公共施設等の放射線量の測定結果、
水道水や農産物等の放射性物質測定結果の公表が行わ
れている。これまでの調査を通し、市の除染計画が適
正に行われてきたことを確認できた。今後は、風評被
害を完全に払しょくするため、放射性物質の農産物等
への影響等について注視していく。

　国は地域包括ケアシステムの構築をめざしている
が、高齢化の進展状況には地域差があるため、ボラン

　小中学校の就学校指定は、特別な事由で変更が許可
されるケースがあるが、学校統廃合が進み、学区も大
きく変化している中で、適正な規模・配置のもと、多
様なニーズと地域性に配慮された良好な教育環境とす
ることが必要である。公立保育園については当市でも
指定管理者制度の導入が進められており、担当課より
経過説明を受け、保護者へのより丁寧な対応を要望し
た。公立運営も、民営化を図るものも、求められるの
はより質の高い保育サービスである。今後も、適正な
規模・配置について注視し、保育園の運営のあり方や
必要とされる子育て支援策について、更に調査・研究
を進めるべきと考える。

●平成25年度　文教民生委員会活動報告●
文教民生委員会は委員会活動のほか１0回の協議会を開催、活動テーマとした３点の調査・研究を行った。

ティア、ＮＰＯ等との連携を図りながら、地域の特性
に応じてつくりあげる必要がある。また、介護保険制
度は制度の見直しが検討されており、今後は制度見直
しの動向を注視するともに、高齢者一人ひとりが自ら
の健康維持・増進に取り組むことや、地域において自
立して安心して暮らし続けることを支援するための環
境整備等について調査・研究を進めるべきと考える。
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産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、条
例
の

一
部
改
正
22
件
、廃
止
１
件
、市
道
路

線
の
認
定
１
件
、補
正
予
算
５
件
、合

計
29
件
の
審
査
を
行
い
、付
託
さ
れ

た
29
議
案
の
う
ち
、議
案
第
18
号
・

21
号
か
ら
33
号
・
36
号
・
37
号
・
39

号
か
ら
41
号
、以
上
19
件
を
賛
成
多

数
、そ
の
他
の
議
案
を
全
会
一
致
で

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
32
号
常
陸
太
田
市
総
合
交
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正   

　
　

山
村
交
流
施
設
ふ
れ
あ
い
館
使
用
料

金
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
条
例
改

正
だ
が
、幼
児
子
ど
も
の
料
金
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
伺
い
た

い
。

　
　

施
設
の
利
用
料
に
対
し
て
税
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
、等
し
く
料
金
を
改
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
34
号
常
陸
太
田
市
法
定
外
公

共
物
管
理
条
例
の
一
部
改
正  

　
　

法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て
、財
産
管

理
は
用
地
管
理
課
、補
修
は
建
設
課
、農
道

水
路
は
農
政
課
と
縦
割
り
の
管
理
を
し
て

い
る
が
、市
民
は
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良

い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

例
と
し
て
、建
設
課
に
相
談
が
あ
っ

た
場
合
、内
容
が
農
政
課
扱
い
の
場
合
は

建
設
課
か
ら
農
政
課
に
取
り
次
ぐ
な
ど
関

係
各
課
が
連
携
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い

る
。

議
案
第
60
号
常
陸
太
田
市
道
路
線
の

認
定  

　
　

市
道
６
２
２
９
号
線
は
里
川
に
か
か

る
黒
磯
橋
が
増
水
に
よ
り
通
行
止
め
に

な
っ
た
場
合
に
集
落
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た

め
町
屋
町
黒
磯
地
区
か
ら
西
河
内
下
町
へ

の
道
路
整
備
を
進
め
る
も
の
だ
が
、今
後

の
整
備
計
画
を
伺
い
た
い
。

　
　

今
後
、地
元
説
明
会
を
開
催
し
、測
量

設
計
、土
地
買
収
、工
事
を
行
い
道
路
幅
員

５
メ
ー
ト
ル
の
市
道
を
整
備
す
る
予
定
で

あ
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

高
星　

勝
幸　

委
員 

茅
根　
　

猛

副
委
員
長 

鈴
木　

二
郎　

 

〃　
菊
池　

伸
也

委　
　

員 

宇
野　

隆
子　

 

〃　
平
山　

晶
邦

　

 

〃　
　
黒
沢　

義
久

整備が計画される市道 6229 号線
（町屋町）旧町屋変電所前から撮影

第１回定例会 常任委員会の審査から 

問問

問

答答

答

テーマ１　自然エネルギーによる地域経済の活性
化についての調査・研究

テーマ２　地域の特性を活かした地場産業の振興
についての調査・研究

　当市には里川水系に水力発電所が３ヶ所あり、全て
川を堰止めた取水口から水を水路に流し込み、ここか
ら水圧鉄管により発電所まで流れ落ちる力を利用して
水車を回し発電する水路式発電所である。水力発電は、
他の再生可能エネルギー発電と比較し設備利用率が高
い発電方式である。
　本市における新たな水力発電施設の設置として、大・
中規模の水力発電所は自然条件・地理的条件により難
しいとされているが、沢水や農業用水路等を活用した
小規模な水力発電の可能性はあり、里美地区で実験的
に取り組まれている。この小規模な水力発電普及促進
のポイントは、水利権等地元地権者の調整と行政への
手続きが簡単なことがあげられるが、新たな水力発電
（小規模を含む）を活用した地域経済の活性化として、
地域における直接的な経済効果（雇用の拡大等）はあ
まり期待ができない。しかし、小規模であっても地域
住民自らが発電設備を設置し、地域電力の地産地消に
取り組むことが、地域活性化に繋がるとも考えられる。
今後とも、先進事例の取り組みや国、県の動向を注視
し更に調査・研究をしていきたい。

　本市における６次産業の取り組みは、地産地消や農
産物ブランド化の推進、新商品開発等、市特産品推進
協議会との連携による商品開発、各種支援策の拡充・
特産品の認証等を推進しており、41品目が本市を代表
する特産品として認証されている。６次産業の先進地
である「おおいた夢ファームシュシュ」（大分市）では、
農産物直売所、アイス工房、農業体験、レストランな
どの６次産業に取り組み、年間48万人が訪れる地域農
業交流拠点施設となっている。また、「（有）とまとラ
ンドいわき」(いわき市）では、40人規模の常時雇用に
加え、冬季には農閑期の生産者の臨時雇用を行ってい
る。更に、地域の子供達の施設見学や収穫体験、農業
を通じた食育活動も積極的に行っている。先進事例に
共通して言える事項は、地元生産者である農家と販売
者が綿密に協議・協力をして、更に、そこに行政が強
力な後押をし、全体として推進しているということで
ある。新たな「地域の特性を活かした販売戦略」や「農
産特産物の開発」も視野に入れ、今後とも、先進事例
の取り組みや国、県の動向を注視し、更に調査・研究
をしていきたい。

●平成25年度　産業建設委員会活動報告●
産業建設委員会は委員会活動のほか８回の協議会を開催、活動テーマとした２点の調査・研究を行った。
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１
月
15
日

　
　

21
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

29
日

２
月
４
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

14
日

　
　

18
日

　
　

20
日

　
　

21
日

３
月
４
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

20
日

広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
・
広
報
委
員
会
・

総
務
委
員
会
協
議
会
・
文
教
民
生
委
員
会
協
議
会
・

産
業
建
設
委
員
会
協
議
会

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
理
事
会
・
定
例
会

水
戸
の
梅
大
使
来
庁

旭
川
市
議
会
議
員
視
察
来
庁

岩
手
県
花
巻
市
議
会
議
員
視
察
来
庁

視
察
研
修
（
と
ま
と
ラ
ン
ド
い
わ
き
）

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

産
業
建
設
委
員
会
協
議
会

桜
川
市
議
会
議
員
視
察
来
庁

議
会
運
営
委
員
会

平
成
26
年
度
予
算
内
示
説
明
会
・
全
員
協
議
会

本
会
議
（
開
会
・
議
案
説
明
）・
議
会
運
営
委
員
会
・

総
務
委
員
会
協
議
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）・
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
議
案
質
疑
）

総
務
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会
協
議
会
・
文
教
民
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
協
議
会
・
産
業
建
設
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
協
議
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

本
会
議
（
採
決
・
閉
会
）・
全
員
協
議
会

議 

会 

日 

誌

　１月21日、第１回定例会の会期について協議、本
会議に諮ることとし、「ひたちおおたお知らせ版」及
び市民バス・各支所窓口へ掲示することとした。２
月20日には第１日の日程、議案等付託委員会、一
般質問・議案質疑の通告期限及び一般質問の発言
方法・時間制限、予算特別委員会の設置、常陸太
田市議会委員会条例の一部改正について。３月４月
には一般質問通告者及び請願の取り扱い、地方自
治法180条の規定による市長の専決事項の指定内
容の変更、地方自治法180条第１項の規定による専
決処分、常陸太田市議会委員会条例の一部改正に
ついて。６日には地方自治法180条第１項の規定に
よる専決処分の取扱いについて。18日には最終日の
日程、追加議案、市長の専決事項の指定内容の変
更及び常陸太田市委員会条例の一部改正について
協議を行い、最終日に議員提案することとした。

議会運営委員会 1/21，2/20，3/4･6･18

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた環境整備
及び地域における取り組みへの支援を求める意見書

　２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催は、さらなるスポーツの振興や国際相互理解の促進のみならず日本
全体が活力を取り戻し、地域経済や地域社会の活性化につながる好機としても期待されています。
　国民の理解と協力のもと、大会成功に向けて環境整備を進め、地域での取り組みに対して支援する必要性があることから、政府
に対し以下の項目について強く要望します。

記
１．各国代表選手の事前合宿の誘致、観光プログラムの実施などを通じて、日本全国に東京大会開催の効果が波及するよう努め
ること。
２．共生社会の観点からオリンピック・パラリンピック両大会の連携に配慮しつつ、パラリンピック選手の国際競争力向上を図るた
めの専用トレーニングセンターを新設するとともに、スポーツを科学的に研究支援する施設の地方拠点を設けること。
３．少子高齢社会にある我が国が、大会開催を契機にスポーツの持つ多様な効果を活用し、子どもから高齢者まで健康で生きが
いの持てる社会を構築できるよう、特に自治体が進めるスポーツを活用した「まちづくりや地域づくり」に対し支援を行うこと。
４．海外からの玄関となる国際空港の機能拡充やアクセス強化に向けた交通インフラの整備、ハード・ソフト両面にわたるバリアフリー
環境の促進など、大会終了後も想定したわが国にとって真に必要な社会基盤整備を計画的に実施すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。
　
　　平成26年３月20日

常陸太田市議会
（提出先）内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、国土交通大臣

微小粒子状物質（PM2.5）に係る総合的な対策の推進を求める意見書
　我が国では、大気汚染防止法や自動車NOx・PM法による規制等により大気環境の保全に努めてきており、二酸化硫黄（SO2）、
二酸化窒素（NO2）などの濃度は大きく改善してきています。
　一方で微小粒子状物質（PM2.5）は、疫学的知見が少なく、曝露濃度と健康影響との間の一貫した関係が見出されていないこと
から、大きな課題となっています。
　また、平成25年１月以降、中国において深刻なPM2.5による大気汚染が発生し、我が国でもその越境汚染による一時的な濃度
の上昇が観測されたことで国民の関心が高まっており、PM2.5による大気汚染に関して包括的に対応することが求められていること
から、政府に対し以下の項目について強く要望します。

記
１．PM2.5の発生源の実態や構成成分の解明をした上で、法律に基づく国民にわかりやすい注意発令の仕組みを整備するとともに、
環境基準を維持できるよう国内外の発生抑制対策を推進すること。
２．PM2.5による肺機能や呼吸器系症状等への健康影響に関する調査研究を進めるとともに、研究結果に基づく指針等の見直し
については、速やかに実施できる体制を整備すること。
３．国と地方自治体との連携を強化し、情報共有を図りながら、モニタリング体制の整備を推進すること。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。
　　
　　平成26年３月20日

常陸太田市議会
（提出先）内閣総理大臣、厚生労働大臣、環境大臣

第１回定例会の会期・日程等について協議

第１回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣あて提出しました。

意見書・議会運営委員会・議会日誌
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議会を傍聴
しませんか！！

　傍聴される方は、市役所４階市議会議場前の傍聴
受付で所定の用紙に住所、氏名、年齢を記入し、傍
聴券をお受け取りください。傍聴する際には注意事
項をお守りください。

６月 ２日（月） 午前10時 開会・議案説明
  ４日（水） 午前10時 一般質問
  ５日（木） 午前10時 一般質問
  ６日（金） 午前10時 議案質疑
  ９日（月） 午後  1時 総務委員会
 10日（火） 午後  1時 文教民生委員会
 11日（水） 午後  1時 産業建設委員会
 13日（金） 午前10時 採決・閉会
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６月定例会会期日程（予定）

請願
件　　　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

請願第１号
　要支援者を介護予防給付から切
り離すことに反対の請願書

茨城県水戸市城南３－１５－２４箕輪ビル３Ｆ民医連内
茨城県社会保障推進協議会
代表委員 瀧澤利行、山川文男、榊原徹
【紹介議員　宇野隆子】

不 採 択

議員提案
件　　　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

議員提案第１号
　２０２０年東京オリンピック・
パラリンピック競技大会に向けた
環境整備及び地域における取り組
みへの支援を求める意見書の提出
について

提出者　常陸太田市議会議員　益子慎哉
賛成者　深谷渉、沢畠亮、後藤守、片野宗隆、
　　　　成井小太郎、赤堀平二郎、井坂孝行

原案可決

議員提案第２号
　微小粒子状物質（PM2.5）に係
る総合的な対策の推進を求める意
見書の提出について

提出者　常陸太田市議会議員　深谷秀峰
賛成者　福地正文、髙木将、川又照雄、山口恒男、
　　　　木村郁郎、藤田謙二

原案可決

議員提案第３号
　市長の専決事項の指定内容の変
更について

提出者　常陸太田市議会議員　成井小太郎
賛成者　深谷渉、髙木将、茅根猛、高星勝幸、
　　　　深谷秀峰、益子慎哉、鈴木二郎

原案可決

議員提案第４号
　常陸太田市議会委員会条例の一
部改正について

提出者　常陸太田市議会議員　成井小太郎
賛成者　深谷渉、髙木将、茅根猛、高星勝幸、
　　　　深谷秀峰、益子慎哉、鈴木二郎

原案可決
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議会だよりに関するご意見・ご感想をお寄せください。
今後の本紙編集の参考とさせていただきます。
議会事務局　電話 0294 (72) 3111　Email gikaijimu2@city.hitachiota.lg.jp

片野宗隆 議員


